
2005年度 小委員会活動成果報告 
（2005年 2月 7日作成） 

小委員会名 都市機能支援システム小委員会 主 査 名：後藤剛史 
就任年月：2004年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

海洋本委員会（海洋企画運営委員会） 委員長名：登坂宣好 
主 査 名：横内憲久 

設 置 期 間    2004年 4月  ～  2007年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・アダプティブ海洋建築の平常時の都市機能を支援するためのシステムを検討す

る 

・アダプティブ海洋防災拠点の平常時の活用方法に関する検討 

・アダプティブ海洋建築の適地選定手法の提案 
委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

後藤剛史（法政大学）    川上善嗣（職業能力開発総合大学校） 
大塚清敏（大林組技研）   加藤賢治（豊田高専） 
川西利昌（日本大学）    桜井慎一（日本大学） 
志村正幸（建設環境研究所） 野口憲一（大成建設） 
平田京子（日本女子大学）   

設置WG 
（WG名：目的） なし 

2005年度予算     76,000円 
ホームページ公開の有無：有 

委員会 HPアドレス： 
http://news-sv.aij.or.jp/kaiyo/s0/activity/study/function/function.htm 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       5回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
なし 

講習会 なし 

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
なし 

大会研究集会 なし 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 なし 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．アダプティブ海洋防災拠点の平常時における利用に関して本年度大会海洋部

門研究協議会において、主題解説を行った。 

２．アダプティブ海洋建築の適地選定について、その手法が提案されつつある。

  現在その手法の適用性について具体的に検討している。 

以上のことより、本年度の本小委員会は目標に対して、十分な活動成果が得られ

たと考えている。 

委員会活動の問題点 
・課題 なし 

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


